
解
説
「
明
治
政
府
の
秩
禄
処
分
と
そ
の
影
響

―
―
武
士
階
級
の
階
級
分
化
過
程
に
関
す
る
一
考
察
―
―
」
に
つ
い
て

松

沢

弘

陽

本
稿
は
東
京
女
子
大
学
丸
山
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
る
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年

度
の
、
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
政
治
学
科
一
年
の
必
修
科
目
、
岡
義
武
助
教
授
担

当
の
「
政
治
史
」
受
講
に
あ
た
っ
て
提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
（
資
料
番
号

三
）。
全
編
が
「
紀
伊
国
屋
製
」
と
印
刷
さ
れ
た
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
五
一
枚
に

書
か
れ
、
最
後
に
「
参
考
書
」
リ
ス
ト
を
付
し
、
前
後
に
扉
を
つ
け
た
上
、
厚
紙

の
表
紙
を
つ
け
て
仮
製
本
し
た
冊
子
に
仕
立
て
て
あ
る
。
ま
た
そ
の
間
に
、
同
じ

原
稿
用
紙
に
丁
寧
に
書
か
れ
た
断
片
的
な
下
書
一
五
枚
と
岡
助
教
授
が
講
評
し
た

際
の
メ
モ
を
後
で
渡
さ
れ
た
、ル
ー
ズ
リ
ー
フ
一
枚
の
メ
モ
と
が
挟
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
レ
ポ
ー
ト
が
、
岡
助
教
授
の
「
自
分
は
講
義
は
主
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

日
本
の
こ
と
を
十
分
に
や
れ
な
い
。
自
分
が
勉
強
し
て
い
る
の
は
本
当
は
日
本
の

こ
と
だ
…
…
日
本
の
政
治
史
に
つ
い
て
論
文
を
提
出
し
た
ら
、
試
験
の
際
、
考
慮

す
る
」
と
い
う
こ
と
ば
に
応
え
て
「
優
を
一
つ
稼
ご
う
と
思
っ
て
」
書
い
た
「
大

学
時
代
の
処
女
論
文
」（
松
沢
弘
陽
・
植
手
通
有
編
『
丸
山
眞
男
回
顧
談
』
上
、
一

四
五
―
四
六
頁
）
で
あ
る
と
い
う
執
筆
の
き
っ
か
け
、
準
備
の
勉
強
の
内
容
、
岡

助
教
授
の
行
届
い
た
講
評
に
つ
い
て
は
、
右
の
『
回
顧
談
』
上
、
一
四
五
―
四
六

頁
、
下
、
一
六
六
―
六
七
頁
お
よ
び
、
篠
原
一
・
三
谷
太
一
郎
と
の
鼎
談
の
記
録

「
岡
義
武
―
人
と
学
問
―
」（『
岡
義
武
著
作
集
』
第
八
巻
付
録
、
岩
波
書
店
、
一

九
九
三
年
。
後
『
丸
山
眞
男
座
談
９
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）
に
再
録
、
本

稿
で
は
『
座
談
』
に
よ
る
）
二
四
一
―
四
四
頁
、
二
五
三
―
五
四
頁
に
語
ら
れ
て

お
り
、
後
者
の
方
が
い
く
ら
か
詳
し
く
ま
た
正
確
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

右
に
論
及
し
た
丸
山
の
証
言
と
レ
ポ
ー
ト
末
尾
の
「
参
考
書
」
か
ら
う
か
が
わ

れ
る
よ
う
に
、
丸
山
は
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
の
夏
か
ら
準
備
の
た
め
に
、『
日

本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
』
を
は
じ
め(１

)多
く
の
研
究
書
と
一
次
史
料
を
読
ん
で
い

る
が
、
理
論
的
に
拠
る
と
こ
ろ
が
最
も
大
き
か
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
一
九
三
四

年
の
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
資
本
主
義
社
会
の
機
構
』
に
結
実
し
て
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
、
い
わ
ゆ
る
日
本
資
本
主
義
論
争
に
お
け
る
講
座
派
の
指
導
的

理
論
家
平
野
義
太
郎
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
本
稿
「
序
論
」
の
冒
頭
に
記
さ
れ
、
全

編
に
繰
返
し
現
わ
れ
る
、「
明
治
維
新
な
る
も
の
の
社
会
的
・
政
治
的
意
義
」
の
、

ひ
い
て
は
「
明
治
新
政
権
の
本
質
」
の
と
ら
え
方
、
さ
ら
に
西
欧
の
「
ブ
ル
ジ
ョ

ア
革
命
」
と
の
比
較
史
的
視
点
は
、
基
本
的
に
平
野
に
拠
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で

丸
山
は
、
当
時
ま
だ
見
る
べ
き
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
し
、
平
野
も
ふ
み
こ

ん
で
い
な
い
（『
日
本
資
本
主
義
の
機
構
』
に
付
さ
れ
た
詳
し
い
事
項
索
引
に
も
秩
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禄
処
分
や
士
族
授
産
は
出
な
い
）
秩
禄
処
分
と
士
族
授
産
の
問
題
（
戦
後
早
い
時

期
ま
で
の
こ
の
問
題
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
歴
史
学
研
究
会
編
『
明
治
維
新
史

研
究
講
座
』
第
四
巻
、
平
凡
社
、
一
九
五
八
年
、
二
四
四
―
五
三
頁
参
照
）
に
、

第
一
次
資
料
を
用
い
て
切
り
こ
み
、
丸
山
が
た
び
た
び
語
っ
た
岡
助
教
授
の
講
評

の
こ
と
ば
を
引
け
ば
、「
立
場
一
貫
」（
方
法
論
的
な
立
場
が
一
貫
し
、
論
理
的
に

首
尾
一
貫
し
た
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
）
し
た
分
析
を
な

し
た
の
で
あ
る
。
丸
山
が
法
学
部
在
学
の
最
後
の
学
年
に
緑
会
懸
賞
論
文
と
し
て

提
出
し
た
「
政
治
学
に
お
け
る
国
家
の
概
念
」
が
、
審
査
し
た
南
原
繁
教
授
を
師

と
す
る
学
問
的
歩
み
の
道
を
開
き
、
丸
山
の
政
治
理
論
研
究
の
出
発
点
と
な
っ
た

の
に
対
し
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
岡
義
武
と
丸
山
の
終
生
に
わ
た
る
学
問
的
な
交

わ
り
の
始
め
と
な
り
、
丸
山
の
日
本
政
治
研
究
の
礎
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
（
こ

の
レ
ポ
ー
ト
以
後
の
丸
山
の
日
本
研
究
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
前
記
『
回
顧
談
』

下
、
一
六
七
―
六
九
頁
を
参
照
）。

岡
助
教
授
の
こ
の
年
の
「
政
治
史
」
講
義
内
容
に
つ
い
て
は
、
前
記
『
回
顧
談
』

上
、
一
二
七
―
二
八
頁
、「
岡
義
武
―
人
と
学
問
―
」
二
三
九
―
四
一
頁
、
二
四
四

―
四
七
頁
、
二
五
五
頁
、
二
六
五
―
六
六
頁
に
論
及
さ
れ
て
お
り
、
東
京
女
子
大

学
丸
山
眞
男
文
庫
に
収
め
る
「
岡
助
教
授

政
治
史
Ⅰ
」（
資
料
番
号
五
三
）
お
よ

び
「
岡
義
武
助
教
授

政
治
史
Ⅱ
」（
資
料
番
号
七
九
〇
―
一
）
と
題
す
る
、
見
事

な
受
講
ノ
ー
ト
二
冊
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
現
状
ま

で
を
扱
っ
て
い
る
が
、
日
本
に
つ
い
て
は
論
じ
及
ば
な
い
。
ノ
ー
ト
第
一
冊
の
冒

頭
に
「
日
本
政
治
史
」
に
つ
い
て
の
「
参
考
書
」
の
リ
ス
ト
が
記
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
中
の
若
干
は
、
本
レ
ポ
ー
ト
の
「
参
考
書
」
リ
ス
ト
に
も
引
か
れ
て
い
る
が
、

服
部
之
総
『
明
治
維
新
史
』
以
外
日
本
資
本
主
義
論
争
に
か
か
わ
る
文
献
は
全
く

あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
考
え
れ
ば
、丸
山
の
レ
ポ
ー
ト
は
、

岡
助
教
授
に
と
っ
て
も
驚
き
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

本
レ
ポ
ー
ト
は
、
既
に
の
べ
た
よ
う
な
経
緯
で
作
ら
れ
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
原
稿
整
理
に
は
、
大
き
な
問
題
は
な
か
っ
た
が
、
平
仮
名
、
片
仮
名
は
原
文

の
ま
ま
と
し
、
文
字
の
脱
落
や
ま
ち
が
い
に
な
ど
つ
い
て
は
、
適
宜
〔
〕
で
補
っ

た
り
、「
マ
マ
」
と
記
し
て
、
示
し
た
。
レ
ポ
ー
ト
本
文
の
上
欄
外
に
△
と
✓
の
印

が
あ
る
四
箇
所
に
注
記
し
た
が
、
こ
れ
は
岡
助
教
授
の
講
評
の
内
容
と
照
合
す
る

と
、
講
評
に
際
し
て
岡
が
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
講
評
は
、
レ
ポ
ー
ト
本
文

末
に
翻
刻
を
収
め
た
。

丸
山
の
レ
ポ
ー
ト
本
文
の
整
理
は
川
口
雄
一
と
松
沢
が
、
解
説
と
注
は
山
辺
春

彦
と
松
沢
が
、
そ
れ
ぞ
れ
協
力
し
て
行
な
っ
た
。

注

(１
)『
日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
』
と
の
出
会
い
と
そ
こ
か
ら
受
け
た
知
的
衝
撃
に
つ
い
て

は
、
古
在
由
重
と
の
対
談
「
一
哲
学
徒
の
苦
難
の
道
」（『
丸
山
眞
男
座
談
』
５
、
岩
波
書

店
、
一
九
九
八
年
）、
一
一
八
―
二
二
〇
頁
お
よ
び
『
一
哲
学
徒
の
苦
難
の
道
』（
岩
波
現

代
文
庫
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
八
四
―
八
八
頁
を
参
照
。
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